


ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
血
管
障
害
に

よ
る
認
知
症
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
脳

に
病
理
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
発
症
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予

防
活
動
は
早
期
に
継
続
的
に
行
う
こ
と
が

重
要
で
、
日
々
の
習
慣
に
す
る
こ
と
が
、

す
な
わ
ち
継
続
的
な
取
組
み
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

く
も
ん
学
習
療
法
セ
ン
タ
ー
の
教
材
を

使
っ
て
、
週
１
回
の
教
室
と
６
日
間
の
自

宅
学
習
を
行
い
ま
す
。

人
前
で
の
発
表
や
、
難
し
い
問
題
を
解

く
勉
強
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ラ
ス
ラ

と
学
習
で
き
て
楽
し
い
会
話
が
飛
び
交
う

教
室
だ
か
ら
「
楽
習
」
と
い
い
ま
す
。
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
習
っ
て
習
慣
に

し
、
そ
し
て
地
域
に
還
元
し
て
く
だ
さ
い
。

「
人
生
の
先
輩

で
大
変
勉
強
に
な

っ
た
」「
相
手
の

気
持
ち
に
寄
り
添

う
聴
き
方
、
言
葉

遣
い
な
ど
大
変
参

考
に
な
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
習
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
は
、
健
康
楽
習
会
に
な
く
て
は

な
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

自
ら
の
成
長
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
に
い
い
こ
と
始
め
ま
し
ょ
う

第
二
期

第
二
期 
脳脳
のの
健
康
楽
習
会

健
康
楽
習
会

第
二
期

第
二
期 
脳脳
のの
健
康
楽
習
会

健
康
楽
習
会

第
二
期 
脳
の
健
康
楽
習
会

参
加
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
予
防
は
早
期
に
、
継
続
的
に

●
脳
の
健
康
楽
習
会

●
サ
ポ
ー
タ
ー
も
自
分
磨
き

「
脳
ト
レ
」
で
お
馴
染
み
の
川
島
隆
太
教
授
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
教
材
を
用
い
て
、

昨
年
か
ら
認
知
症
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
脳
の
健
康
楽
習
会
」
は
脳
の
健
康
を
保
ち
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
た
め
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

参加者
■対　　象／概ね50歳以上の市民の方

（要支援・要介護認定を受けていないこと）
■定　　員／①9〜10時（男性限定）

②10〜11時　　　  　　いずれも各10名。
③11〜12時
（抽選。８月中に参加決定者に通知）

■参 加 費／2,000円程度／１ヶ月（教材費含）
■期　　間／９月５日〜平成25年２月までの毎週水曜日

（祝日は休み。休みも可）
■会　　場／萩市総合福祉センター

楽習サポーター
●対　　象／脳の健康楽習会の参加者との会話を楽しめる方
●活　　動／概ね月１〜２回、水曜日９時から３時間程度、

参加者への学習支援。（笑顔とコミュニケーションで明るい学習場面をつくる。簡単な採点）
●研　　修／８月29日　９時〜12時　萩市総合福祉センター

主催・申込み先　萩市社会福祉協議会　☎0838-22-2289 田万川、福栄会場もあります。
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混
ざ
っ
て
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
処
分

さ
れ
る
と
、
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で

６
３
０
０
ｇ
の
Ｃ
Ｏ
２

が
発
生
し
ま

す
。
分
別
し
て
再
生
す
れ
ば
資
源

（
擬
木
、
標
示
杭
、
建
材
な
ど
）
と
な

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
収
集
活

動
は
、
環
境
学
習
の
一
環
、
企
業
で

は
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
そ
し
て

地
域
の
様
々
な
団
体
や
個
人
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
再
資
源
化
業
者
へ
の
売
却
益

（
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で
20
円
）
で
世

界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届

け
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、
国

境
を
越
え
た
未
来
へ
の
す
ば
ら
し
い

贈
り
物
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
会
の
本
所
・
各
事
務
所
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

子
ど
も
の
命
を
救
う

子
ど
も
の
命
を
救
う

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

子
ど
も
の
命
を
救
う

子
ど
も
の
命
を
救
う

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

子
ど
も
の
命
を
救
う

①シールをはがす

②きちんと洗う

※調味料やアルミキャ
ップなど他の物を入
れないでください。

集めるときの
ポイント

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
萩
市
善
意
銀
行
）

再
資
源
化
業
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を

日
本
委
員
会

平成21年度からこれまでに、約550人分のワクチンが届けられました。（本会受付分）

（JCV）

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
か
ら

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
か
ら

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
ま
で

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
ま
で

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
か
ら

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
か
ら

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
ま
で

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
ま
で

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
か
ら

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
ま
で
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本
会
で
は
福
祉
員
を
概
ね
50
世
帯
の
ご

近
所
に
１
名
程
度
と
し
、
民
生
委
員
や
町

内
会
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
、

気
に
な
る
こ
と
な
ど
の
福
祉
問
題
を
発
見

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
、
一
人
ひ
と

り
が
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
、
発
見
者
と

な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

気
付
い
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
民

生
委
員
な
ど
の
関
係
者
に
連
絡
し
て
、
問

題
解
決
を
図
り
ま
す
。
福
祉
員
宅
に
門
標

が
貼
っ
て
い
ま
す
の
で
、
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

福
祉
員
や
民
生
委
員
だ
け
が
活
動
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
地
域
に
住

む
人
が
地
域
の
問
題
と
し
て
主
体
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
61
年
に
「
困
っ
た
と
き
に
お
互
い
に
助
け
合
え
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
」
と
、

福
祉
の
輪
づ
く
り
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
地
域
の
福
祉
員
さ
ん
は
、
こ
の
推
進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
身
近
な
地
区
に

き
づ
く

つ
な
ぐ

福
祉
活
動
参
加
へ
の
働
き
か
け



福福
栄栄栄
福

皆
に
会
え
る
楽
し
み

須須
佐佐
須
佐

情
報
を
持
ち
よ
り
連
携

田田
万万

下下田
万

下

自
分
た
ち
で
避
難
道
づ
く
り

川川
上上
川
上

リ
ン
パ
ケ
ア
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
あ
ん
た
ー
、
来
月
も
元
気
で
ま
た
来
よ

う
で
ね
。」
参
加
者
の
合
言
葉
で
す
。
福
栄

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
で
は
、「
転
倒
予

防
（
健
康
）
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
リ
ン
パ
ケ
ア
を
中
心
に
、
お
し

ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
楽
し
く
健
康

増
進
を
図
り
ま
す
。
６
月
22
日
に
第
１
回
目

を
行
い
、
こ
の
あ
と
毎
月
第
４
金
曜
日
に
実

施
し
ま
す
。

会
員
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら

「
一
人
で
は
続
か
な
い
け
れ
ど
、
少
し
体
を

動
か
し
た
い
。
誰
か
と
話
が
し
た
い
。」
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

民
生
児
童
委
員
と
福
祉
員
の
合
同

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
民
生
委
員

さ
ん
の
担
当
地
区
ご
と
に
分
か
れ
、

少
し
気
に
な
る
方
や
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
お
互

い
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
共
有
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
見
守
り
活
動
に
つ
な
が

る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な
情
報
交
換
を
行

い
、
地
域
で
連
携
し
て
見
守
り
活
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

６
月
17
日
、
萩
・
石
見
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
へ
の
道
路
の
草
刈
り
や
伐

採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

こ
の
稗
田
地
区
で
は
、
災
害
マ
ッ

プ
や
要
援
護
者
台
帳
を
作
り
、
点
検

や
災
害
弱
者
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
津
波

な
ど
の
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
で

あ
る
ゴ
ル
フ
場
へ
の
避
難
経
路
の
確

認
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
道
（
ゴ
ル
フ

場
の
作
業
道
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
年
二
回
、
避
難
道
の

確
認
と
草
刈
り
を
続
け
る
予
定
で
す
。

旭
・
川
上
地
域
在
住
の
未
就
学
児

と
保
護
者
で
お
や
こ
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
親
は
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
発
散
の
た
め
に
、
元
気
で
き
れ
い

に
な
れ
る
と
い
う
リ
ン
パ
ケ
ア
の
実

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

方
に
は
、
日
頃
の
子
育
て
か
ら
解
放

さ
れ
て
気
持
ち
良
い
時
間
を
過
ご
せ
、

気
軽
に
で
き
る
体
操
で
よ
か
っ
た
と

好
評
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
健
推
進
員
さ

ん
た
ち
に
よ
る
桃
太
郎
な
ど
の
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
読
み
聞
か
せ
で
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

622

622

623

617

2012.8.1 vol.45 4



ほぼ毎日のように、集会所
の木陰で井戸端会議が始まり
ます。ひとり暮らしの方の安
否確認とご近所同士のふれあ
いです。おしゃべりを楽しみ
ながら、困りごとや気がかりなことを聞き、できる
ことはお手伝いしたり、次へつなげたりしています。

人と関わることが好きで、地域のいろいろな集ま
りには積極的に参加し、たくさんの方とのつながり
を大切にしています。また、年上の方から地域の昔
話や行事、言い伝えを聞き、若い人に伝えることも
大事な役目だと思います。

これからも、近所や地域で見守り、見守られなが
ら、毎日を楽しく過ごしていきたいと思っています。

今、私にできること
原田　弘子さん

嫁いできた頃、地域の人に
出会うと決まったように「ど
こから？」「よう来ちゃったね」
と、こんな会話の繰り返しで
した。そして、「こんな所へよ
う来ちゃった」と言われることに違和感を覚え、地
域の魅力探しをしようと思いました。

まず、たくさんの人に出会うため、いろいろな集
会に積極的に出かけるように心がけました。最初は
緊張もしましたが、高齢者の方からは地元ならでは
の暮らしの知恵袋や子育てのアドバイスなどもいた
だき、感謝することばかりでした。今では「元気か
ね」と何気なく交わす会話の中で、お互いを気遣い
合えるようになりました。

家族とは違った会話を楽しみながら、今度は私も
皆さんに元気のおすそ分けでお返しをしたいと思っ
ています。

声かけて、かけられて
（明木・上横瀬／44歳）
中谷　富美恵さん

福祉員さんやふれあいサロ
ン の お 世 話 を し て く だ さ る
方々と、ひとり暮らしの高齢
者のお宅を訪問しています。

お宅に伺うと、普段なかな
かお会いできない方、サロンに参加できない方とも
話をすることができます。「こんにちは。今日も暑
いですね。」と、何気ない会話も多いのですが、生
活での心配ごとを聞くこともあるので、お互いにと
って安心できる良い活動だと思っています。また、
出来事や気づいたことは、なるべく記録して振り返
るように心がけています。

顔を合わせることで声をかけやすくなり、近所の
方同士で声をかけ合えることは、これから先も大事
なことだと思います。皆さんと一緒に楽しく続けら
れたらと思います。

あいさつから始まる安心
（萩・雑式町／70歳）

河村　由美江さん

無理なく見守り活動をしています。

私たちどんぐりの会は、昭
和60年に発足して以来、下田
万地区の70歳以上のひとり暮
らし高齢者の誕生日訪問を続
けています。

訪問すると「待っちゃー、おらんよ」笑いながら
も、楽しみに待っておられるようです。手作りの巾
着袋や花束、喜ばれそうな食べ物などを持参し、

「元気じゃったかねぇ」と始まるおしゃべりは長く
なり、「来年もまた来るからね」と帰ります。今年
は、20人（男性５人、女性15人）を予定していま
す。

何か地域の役に立ちたいと始めたささいな見守り
活動ですが、長年やってこられたのも高齢者の方の
笑顔があるからです。今後も、できる範囲で続けて
行きたいと思います。

笑顔を支えに！
（田万川・大沢／72歳）
桝本　幸子さん

（福栄・田中／76歳）

人とひととのつながりが、見守り活
動につながっていきます。地域でさ
りげなく活動されている皆さんです。
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氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

前原　博子 金谷の１ 夫／廷造 金一封
弘中チエ子 見島４区 夫／昌佐 金一封
多田千惠子 前小畑１区 母／弘長トシ子 金一封
草野　隆司 大井七重 叔父／敏忠 金一封
齋藤　捷春 椿 母／サチ子 金一封
岡本　大輔 上野の２ 父／充正 金一封
長嶺　八重 大井七重 母／マサ子 金一封
白井　照和 倉江の３ 父／博明 金一封
山根　房江 沖原 母／靜代 金一封
古谷　澄江 大井港下 夫／林造 金一封
塩田恵一郎 堀内１区の１ 父／吉春 150,000円
林　嗣朗 岡山市中区 伯母／慧子 金一封
河内　裕子 三見浦２ 夫／利行 金一封
出羽　信雄 大井市場 父／健作 金一封
原田　幸也 城東北区の２ 父／恒美 金一封
曽根　延夫 見島９区 父／幸太郎 金一封
井町　榮治 越ヶ浜４区の１ 妻／洋子 金一封
守永　秀雄 平安古西区の１ 父／安雄 金一封
波多野為介 東浜崎２区の２ 妻／知代子 金一封
福田　文子 玉江浦２区の１ 母／茂子 金一封
金子　成志 上野の１ 父／史生 金一封
匿名 50,000円
大草ヒデ子 中小畑の１ 夫／朋重 金一封
上田　莞爾 江向４区の２ 母／梅野 金一封
植木　繁生 中津江の１ 母／正子 金一封
石丸　満直 大井馬場下 父／重治 金一封
梶原　 浜崎２区の１ 母／ミツ 金一封
村木ハナヱ 鶴江１区の２ 夫／知幸 金一封
久保　和男 見島９区 妻／富美子 金一封
長澄隆太郎 堀内１区の２ 父／國太郎 金一封

瀬　茂生 濁渕 母／敏子 金一封
豊田　圭子 雑式町 夫／勝也 金一封
住田　純弘 鶴江１区の１ 母／マサコ 金一封
伊藤八重子 津守町 夫／久生 金一封
宮川　尚子 中ノ倉の２ 父／鐵夫 金一封
岡﨑　立美 椎原の２ 母／雪子 金一封

椙本　和典 越ヶ浜４区の１ 母／テル子 金一封
田村　幸彦 椿 父／幸一郎 金一封
匿名 10,000円
林　佳子 中ノ倉の２ 夫／信義 金一封
小野　康夫 無田ヶ原の１ 父／勇 金一封
大枝るい子 越ヶ浜３区 夫／勉 金一封
村木　保雄 香川津の２ 父／一誠 金一封
長安　久子 大井円光寺 夫／美一 金一封

有地　孝人 大阪府大阪市 母／スミヱ 金一封
垰田　初美 土居 母／井本テルコ 金一封
今田　和子 市味 夫／麗博 金一封
長岡　勝則 須佐地 父／繁 金一封
庄野　靜雄 小川21区 妻／カズ子 金一封
須山富士夫 小川18区 母／ナミ子 金一封
須山　久子 小川21区 夫／亀一 金一封

末成　和憲 山口市平野 母／ヒサコ 金一封
有光　敏子 花見 夫／進 金一封
金子　豊 三戸原 妻／文子 10,000円
大石荘一郎 長尾 父／重三郎 金一封
林　美栄子 上市 母／サカヱ 金一封
吉岡　道徳 中郷 父／正巳 金一封
岩武　米征　 横坂 妻／里子 金一封

岩本　裕之 高山 祖母／須磨子 金一封
青木きくえ 浦中 夫／隆 金一封
佐々木　寛 浦西 父／實男 金一封
田嶋　充江 山口市朝倉町 母／妙子 金一封
伊藤　辰夫 青葉台 母／アイコ 金一封

山本　哲義 吉田 母／スミ子 金一封
金子　薫 生野 母／イシ 金一封
世良　典孝 桜 父／孝昭 金一封
藤山　和弘 壇今木 母／　代 金一封
上村　忠 京場 母／喜美代 金一封

萩

田　万　川

む　つ　み

須　　　佐

福　　　栄

本人の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成24年５月１日〜６月30日受付分（敬称略）
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㈲萩スモールビジネス 東田町西区の２ 金一封
故土田　ユク 越ヶ浜４区の２ 見舞返し 50,000円
萩グラウンド・ゴルフ協会 15,000円
匿名 3,000円

田万川地域ゴルフ大会実行委員会 金一封

匿名 20,000円
岡　政夫 生野 金一封

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源とな
っています。どうかご協力ください。

紙おむつ・尿とりパッド 岡村　健哉 蔵屋

身近な地域に笑顔、ふれあい、助け合い、交流などが
あふれること。それが地域の福祉を高めることにつなが
るのだと思います。私たちのまち、萩の日常生活を切り
取ったステキな写真をお待ちしています。（た）

編　集　室

（香典返し・一般寄付合計　83件3,157,258円）

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
田　万　川萩

福　　　栄

旭

福祉体験学習サポーター養成講座
学校で実施される高齢者疑似体験、アイマスク体験、

車椅子の体験など、子どもたちとともに学ぶ学習サポ
ーターとして活躍してみませんか。
●日　時 １回目： ９月21日㈮13：30～16：00

２回目：10月15日㈪13：30～16：00
●場　所 萩市総合福祉センター　研修室
●対象者 修了後サポーターとして活動可能な方
●定　員 20名
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

楽して介護！介護入門講座
介護のプロから介護技術のコツを学びます。より楽

な身体の動かし方、食事の介助方法など皆さんの悩み
にお答えします。
●日　時 9月14日㈮９：30～16：00
●集　合 萩市総合福祉センター
●場　所 山口県介護実習普及センター（山口市）
●対象者 在宅で家族を介護されている方
●参加費 400円
●定　員 40名
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

地域福祉推進セミナー
孤立する人々が急増している現代社会を紹介したＮ

ＨＫスペシャル「無縁社会―無縁死３万２千人の衝撃
―」。

これを制作したプロデューサーを迎え、取材で浮き
彫りになった「無縁社会」の実態とこれからの地域社
会への提言をお話いただきます。
●日　時 ９月８日㈯13：30～15：30
●場　所 萩市民館　大ホール
●入場料 無料
●講　演 「“無縁社会”に私たちはどう向き合うか」

板垣淑子氏（ＮＨＫチーフプロデューサー）
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

子ども「ふくし」講座
萩市には、障がいを持ちながらも活躍される先輩方

がいらっしゃいます。子どもの頃、車椅子生活になり
ながらも絵画活動を続けられ、今ではアトリエを開き、
数々の賞も受賞されている蔵貫さんのお話を聞き、一
緒に楽しく絵を描いてみませんか。
●日　時 ８月23日㈭13：30～16：00
●場　所 萩市民館　小ホール
●お　話 絵とわたしの生活

アトリエ蔵　蔵貫信　さん
●対象者 市内小・中学生（親子での参加も可）
●定　員 40名
●参加費 無料
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所
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社会福祉の領域においても民間の社会福祉活動の強化が叫ばれ、行政任せにするので
はなく、市民の側から自主的、主体的に福祉活動を興し、住民の力を結集して福祉コミ
ュニティづくりをすすめる団体が社会福祉協議会です。これが、社会福祉協議会が「住
民会員制」をとらせていただいている理由です。

社会福祉協議会は設立以来、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしたいという願い
を叶えるために、地域住民一人ひとりが地域社会を構成する一員として、住みたいと思
えるような風土や支え合いの仕組みづくりを住民の手で構築していくことを推し進めて
きました。少子高齢社会や人間関係の希薄化が叫ばれている今、人とひとのつながりを
再構築し、住民主体の助け合いの仕組みづくりを創っていくことが、今後ますます重要
になってきています。

今年も、どうぞ趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

一般会費 一口    500円
団体会費 一口 2,000円
法人会費 一口 3,000円
賛助会費 一口 1,000円

社協会員会費にご理解をお願いします。

氏　　名物　品　名 住　所
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